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ごあいさつ
　平素は、私ども富士宮信用金庫をご支援、ご愛顧いただき厚く御礼申し上げます。
本年もみなさまに当金庫についてのご理解を一層深めていただくために、ディスクロー
ジャー誌を作成いたしました。

　本誌では、当金庫の業績・経営状態に加え、事業内容、地域とお客さまへの取組み
状況などをわかりやすく紹介しておりますので、ご高覧賜りますようお願い申し上げます。

　さて、地域社会を取り巻く金融経済環境は、米関税政策、物価高、日本銀行の金
融政策の変化、生産労働人口の減少への対応のみならず、世界各国の金融政策の
行方、グローバルな対立構造等、多くの事象が複雑に絡み合い、依然として金融・経
済の両面において不確実性の高い状況が続くと考えられます。
　当地区では自動車産業に関連する企業が多く存在しており、お客さまの米関税政
策による影響や不安に寄り添うため、令和 7 年 5月7日より、個人特化型店舗（東町
支店）を除く各営業店に「米国の関税措置に伴う融資相談窓口」を設置しました。多くの地域事業者では、各種コスト上昇に伴う適切
な価格転嫁に向けた交渉が続くなど、経営を取り巻く環境は予断を許さない状況にあります。
　こうした経済環境の下、当金庫は地域のお客さまと足並みをそろえた活動を通じ、資金繰り支援や本業支援を積極的に取組んでまい
ります。今後も地域のみなさまの期待に応える金融サービスや課題解決に繋がるソリューションを数多くご提供することが、富士宮信用
金庫の使命であると考えております。
　“ 未来を拓く変革への挑戦 ”としてスタートした「みやしん3カ年事業計画書」は、2 年目の折り返し地点となりました。「地域」、「お客
さま」、「当金庫」の三つの目線をもとに自らに課した各計画に誠実に向き合うことで、職員の成長や企業風土の醸成など一定の成果も
見られましたが、さまざまなテーマも浮き彫りとなりました。効率的な業務体制の構築に努めながら、次代を担う職員の人材育成等経営
資源を強化し、強靭性と柔軟性を兼ね備えた組織体制を築いてまいります。
　社会が持続可能なあり方へ変化していくなかで、協同組織の地域金融機関として地域が抱える課題に応じた各種支援を行ってまい
ります。「信用金庫らしさ」を失うことなく良き企業市民として、SDGｓ、コンプライアンス、社会貢献等の社会的責任を果たし、広く地域・
社会に貢献してまいります。

以上

　令和 7 年 8月7日、富士宮信用金庫本部・本店にて「みんなで学
ぼう！ 信用金庫のおしごと体験セミナー」を開催しました。
　このセミナーは、県主催の「見よう！ 作ろう！ 楽しもう！ 小学生職
場体験講座」の主旨に当金庫も賛同し参画したもので、富士宮
市、富士市在住の小学校 3 年生～ 6 年生を対象に、10 組のご
家族、総勢 22 名にご参加いただきました。
　セミナーの内容は信用金庫の仕事に関する講話や、お金に関す
る〇×クイズ、お札勘定実践、1 億円の重さ体験等、信用金庫のお
しごとならではの体験
をしてもらいました。
　参加者は今まで体
験したことのない信用
金庫業務の一端を家
族で体験し、新たな学
びと共に夏休みの思
い出の1ページになっ
たものと思います。

みんなで学ぼう！
信用金庫おしごと体験セミナー

地域の成長と前進を求め
みなさまと共に歩みます

理事長 伊藤壽文

第４回　役職員による食料支援

　令和 7 年 9月4日に食料品 199.7㎏（総重量）を社会福祉法
人富士宮市社会福祉協議会に寄贈しました。
　富士宮市が提唱する「富士山 SDGｓ推進パートナー制度」に加
盟する当金庫の独自事業として、県東部 4 信金での協働活動終了
後も継続しているもので、ＳＤＧｓに掲げる食品ロス減少に寄与して
います。今回も役職員が各家庭に眠っている食料品（お米、乾麺、
缶詰、インスタント、レトルト食品等）を持ち寄り、支援品として寄贈
いたしました。
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自己資本額

本業の利益を示す業務純益は3億24百万円、当期純利益は4億82百万円を計上しました。
地域の多くのみなさまにご利用いただいた結果、適正な利益を上げることができました。

安定した自己資本により、高い健全性を確保しています。
自己資本比率は21.90％となり、国内基準（4％）を大幅に超えた極めて健全な財務体質となっています。

地域金融機関として、地域経済活性化に積極的に取り組んでいます。
地域金融機関として、お客さまとの長期的な取引関係を重視し、中小企業の再生と地域経済の活性化を図り、「地域密着型金融の機能強化」の着実な実行に努めています。

厳正な自己査定と償却・引当により、資産の健全性を高めています。
貸出金の健全性を維持し、地域金融機関として正確な経営実態を還元するため厳格に償却､引当をしています。

徹底した管理体制により、健全経営に努めています。
■健全性の確保と収益性の向上を図るため、リスク管理、コンプライアンス（法令等遵守）管理態勢の強化に努めています。
■お客さまの保護及び利便性向上をはかるため、「顧客保護等管理方針」等を定め、地域から信頼され愛される金融機関になるように取り組んでいます。
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2
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4

5

「みやしん」の自己資本比率は、21.90％と高い水準を維持しております。
　「自己資本比率」は、金融機関の健全性を示す重要な指標です。令和7年9月末の「みやしん」の自己資本比率は21.90％と国内業務
を行う金融機関に課せられた基準である4％を大幅に超えており、財務の健全性・安全性は引き続き高い水準を維持しています。「みやし
ん」の自己資本比率が充実しているのは、業容を拡大していく過程で利益を将来のために、地道に積み上げた結果によるものです。

▼ 自己資本額の推移 ▼【自己資本の構成】� （単位：百万円）

「みやしん」の健全性

自己資本比率の状況

▼利益の推移� （単位：百万円）▼ 預金・貸出金の推移� （単位：百万円）

業績の状況

項　目 令和7年3月末 令和7年9月末

コア資本に係る基礎項目の額（イ） 37,648 38,023

コア資本に係る調整項目の額（ロ） 42 49

自己資本の額（イ）－（ロ）=（ハ） 37,606 37,973

リスク・アセット等の額の合計額（ニ） 172,574 173,371

自己資本比率（ハ）／（二） 21.79% 21.90%

　令和7年9月末の預金残高は、
4,100億58百万円となりました。

預　金

　令和7年9月末の貸出金残高は、
1,710億72百万円となりました。

貸出金

　令和7年9月期の業務純益は3億24
百万円、経常利益は5億96百万円、当
期純利益は4億82百万円となりました。
　また、実質業務純益は3億24百万
円、コア業務純益は6億99百万円、
投資信託解約損益を除くコア業務純益
についても6億65百万円になりました。

利　益



～創ります “夢あるあした " ～

発行/富士宮信用金庫(事務局・企画部)

〒418-8686　富士宮市元城町31番15号
TEL. 0544(23)3114
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卸売・小売業 7.7
サービス業 9.8

地方公共団体 3.3

その他 10.5

個人 29.4
製造業 15.9

建設業 6.4

不動産業
13.1

（単位：％）

運輸業 3.9

卸売・小売業 7.6
サービス業 9.8

地方公共団体 1.4

その他 8.8

個人 30.0
製造業 17.4

建設業 6.7

不動産業
14.4

不良債権の状況

貸出金業種別構成の推移
貸出金業種別内訳

みやしんからのお知らせ
❶ 法人口座及びインターネットバンキングの利用を含む預貯金口座の不正利用にご注意ください
　昨今、ニセ警察官詐欺等の特殊詐欺や、SNS等を通じたやりとりで相手を信頼
させ、投資等の名目で金銭をだまし取るSNS型投資・ロマンス詐欺の被害も増加し
ていますが、加えてフィッシング被害も拡大しているほか、法人口座を悪用した詐欺
も急増しておりますのでご注意ください。

　犯罪の手口が巧妙化・多様化し、インターネットバンキングの悪用とも相まって、
金融機関利用者の被害が拡大する情勢や特殊詐欺等の被害金が暗号資産交換
業者や資金移動業者の金融機関口座宛てに送金される事案が発生しています。
　万一、被害に遭われた場合は、最寄りの警察署、当金庫までご連絡ください。

❷ マネー・ローンダリング及びテロ資金供与並びに拡散金融対策（マネロン等対策）による本人確認にご協力願います
　マネロン等対策への取り組みは、金融犯罪からお客さまの財産をお守りする上で
その重要度は高まっております。
　当金庫では、口座の開設や一定金額以上の特定取引を行う場合、口座開設から
一定期間経過したお客さまに対し、ご本人さまであることの確認や、職業・事業内
容、口座開設目的、実質的支配者の確認を書類等の提示でお願いしております。
また、郵送等による確認をお願いする場合もあります。ご協力の程、よろしくお願い
申し上げます。

（本人確認等の方法）
①個人のお客さまの場合

·顔写真付きの公的書類原本の提示をお願いします。
（個人番号カード、運転免許証、在留カード等）

②法人のお客さまの場合
·全部事項証明書および実質的支配者が分かる書類
（認証文付「実質的支配者情報一覧」、法人税確定申告書別表二、等）

ご不明な点がございましたら、お取引店へお問い合わせください。

有価証券の運用にあたっては、
安全かつ確実な運用を心掛けております。
1. 貸借対照表計上額は、期末日における市場価格等に基づく

時価により計上しております。
2. 右表の「債券」、「株式」、｢その他」の区分は、貸借対照表科

目に合わせております。
「その他」の内訳は、主として投資信託および外国証券です。

3. 市場価格のない株式等および組合出資金の貸借対照表計
上額は、合計21百万円となります。

有価証券の時価情報
令和7年9月末
（単位：百万円）

科　目 取得原価 貸借対照表
計上額 評価損益 うち評価益 うち評価損

債　 券 132,549 124,310 △8,238 0 8,238

株　 式 965 1,589 631 635 3

その 他 31,609 29,647 △1,969 701 2,671

合　 計 165,124 155,547 △9,576 1,337 10,913

▼ その他有価証券で時価のあるもの

みやしんの不良債権に対する備えは万全です。
　令和7年9月末の不良債権残高は123億76百万円となり、このうち、担保・保証および貸倒引当金で116億45百万円、94.1％が
カバーされております。

（単位：百万円、％）

開示残高
（ａ）

保全額（ｂ） 保全率
（ｂ）/（ａ）担保・保証等 貸倒引当金

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 3,785 2,144 1,641 100.0
危険債権 8,590 6,877 982 91.4
要管理債権 - - - -

三月以上延滞債権 - - - -
貸出条件緩和債権 - - - -

小計 12,376 9,022 2,623 94.1
正常債権 159,186
合計 171,562

▼ 令和7年9月末の信用金庫法開示債権および金融再生法開示債権の保全状況


